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ここで、 αηは複素数であり、 |α。12+1α112= 1を満たす。式(1)から明らかなように、 α1=0





1以外の情報も表現できる。複素数α。、 α1には |α。12十 |α12= 1以外の縛りはないから、
α。、 α1を用いて情報を表現しようとすると、ブロッホ球上で、古典的な無限ビ、ツトを表現で
きることになる。しかし、量子ビットの中にそのような「ポテンシャル」はあるが、実際










|ψ) = J仰い)Ix) (2) 

















「出力JIcp) = u 1ψ)を返すものである。もちろん、 O=e-4tであるから、与えられた系
2 rピット」は底を 2とした場合の対数表示であるが、「ナットJは底を εとしたときの対数表示(自然
対数)である。
3式 (2)を含めて、今後すべての積分において、積分区間は-∞から十∞とする 0



















連続量に関しても同様なことが、 LloydとBraunsteinにより示されている [10 ただ、し、
連続量に関しては、最初に必要なハミルトニアンの「レパートリー」は上述のHlとH2の
ように2つとはなっていない。ここでは詳しく述べないが、量子光学では直交位相成分に相









上での変位演算(ディスフレースメント)"*(X2 +グ)は位相シフト Hxp + pX)はスクノ ~2 、 3 、、 2















Bob 10 > |ψ> 
Victor Iψ> 
Alice 10 > 







トは 10)を!I(IO)+ 1)に変換し、 1)を!I(IO)-11))に変換する。また、制御ノットは






































Alice I x=o> 
I x=o> |ψ> 
Quantum entanglement Unitary transformation 
Figure 2:連続量量子テレポーテーションの量子回路
まず、図2のQuantumentanglementについて考えてみよう。連続量におけるアダマー
ル変換は、 900の位相シフトである11。また、入力の10)は、 Ix= 0) (演算子£のx=Oで
の固有状態、つまり Z方向に無限にスクイーズした状態)となる。「アダマール変換Jを















fωIx，x+O) = JωIx， x) (4) 
つまり、完全なEinstein-Podolsk)んRosen(EPR)状態[6]になっているO また、蛇足である










入力は Xv一九と恥十九の同時固有状態(固有値:XA-XB = XM、PA十PB=PM、ベル


























Victor I x=o> 
Alice I x=o> 
Tripartite entanglement 
Figure 4: 3者間量子エンタングルメント生成の量子回路

































Alice I x=o> 
Bob I x=o> |ψ> 
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